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今後の活動予定 

 
 
 会員拡充とさらなる活動強化を図って、Cubic Argument は新歓活動を行います。それに

あわせて「会費制度の見直し」「青年部の創設」を検討中です。 
 
・活動予定 
3 月 23 日（土）18 時から 第 31 回勉強会「集団的自衛権行使を認めるべきか」 

3月 30 日（土）～4 月 4日（木） 
新歓活動。各大学を回ってリーフレット配布。 
早稲田大、東京工業大、慶応大、東京大、一橋大 

4 月 3 日（水）18 時半から 第 1 回新入生向け説明会 
4 月 8 日（月）18 時半から 第 2 回新入生向け説明会 

4 月 13 日（土）18 時半から 
第 32 回勉強会「原子力発電に関する論点整理」（エネルギ

ー政策勉強会第 1 回） 
4 月 17 日（水）18 時から 第 1 回新歓定例活動（以降 5 月 15 日（水）まで毎週） 
4 月 19 日（金）19 時半から 原典研究所・特別講座「現代とはいかなる時代か・改」 

5 月 18 日（土）もしくは 5
月 25 日（土） 

第 33 回勉強会「新入生による発表（複数テーマ）①」 
 武器輸出三原則、減災と統治、秋入学等大学教育、刑事

司法（刑事免責の是非） 
5 月下旬 安全保障学生講座開始。毎月 1 回。全 7 回予定。 

6 月 29 日（土） 
第 34 回勉強会「新入生による発表（複数テーマ）②」 
2013 年度会員総会（役員改選、会員制度等見直し） 

7 月以降 会員総会を踏まえ、活動 
12 月 政策提言発表会（勉強会や専門講座のまとめ） 
 
・学生部役職創設のお知らせ 

 当会規約第 7 条 1 号に基づき、規約には記載されておりませんが、以下の役職を創設し、

メンバーを割り当てたいと思います。現職はカッコ書きに記したとおりです。 
 
 学生幹事長 古田 潤（現執行役員） 
 学生副幹事長 菊地 宏治（一般会員） 
 広報、アーカイブ担当学生部員 稲吉 希理（一般会員） 
 学生会計、広報担当学生部員 奈良﨑 翔太（一般会員） 
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・会費制度の見直し 
 現在、年会費 1,500 円、勉強会各回 1,000 円となっておりますが、学生会員拡充に伴い

大学のサークルでの会費扱いに倣う形で以下のような改正を検討しております。専門講座

は従来通り 1 回 1,000 円の計算です。 
 学生会員 
  資格 高校、大学、大学院生 

年会費 6,000 円（活動費に充てる目的） 
勉強会参加費 無料（非会員は 1,000 円のまま） 
機関誌無料配布 

 青年会員 
  資格 大学卒程度の年齢の方 
  年会費 6,000 円（機関誌やリーフレット作成代に充てる目的） 
  勉強会参加費 無料（非会員は 1,000 円のまま） 

機関誌無料配布 
 賛助会員（寄付会員） 
  年会費 10,000 円（その他活動費を賛助する目的） 

機関誌無料配布 
 今後は会員拡充に伴い、機関誌のボリューム及び冊数も増やしていくことが見込まれま

す。青年会員の皆さんにはそうした会の活動を支援していただく形をとっております。 
 
・青年部の創設 
 今後は学生を拡充される共に、参加メンバーの社会人化がますます進むことになります。

元来、当会は社会人レベルでの若者の団結を狙いとしたものであり、社会人としての活動

は当会の本来的なものであります。 
 そこで、青年部のコアメンバーの意見を聞きながら、1 年以内に青年部としての活動の方

向性を定め、3 年以内に活動の実績を挙げていきたいと考えています。まずは（政治的）影

響力の拡充及び発表などの実績を積み上げていきたいと思います。 
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